
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
８
面

０
３
１
５
０
８

井

井

口

藤

●
交
通
科
学
博
物
館

コ
ウ
ハ

ク
家
の
歴
史

昭
和
レ
ト
ロ
の

暮
ら
し
と
、の
り
も
の
物
語

同
館
の
開
館
五
十
周
年
を
記

念
し
て
の
企
画
展
。
五
月
二
十

七
日
ま
で
開
催
中
。
昭
和
三
十

四
十
年
代
の
交
通（
航
空
機

船
舶

自
動
車

鉄
道
）に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
架
空
の
家
族
を

通
し
て

家
庭
と
乗
り
物
の
つ

な
が
り

居
間
・
駄
菓
子
屋
・

煙
草
屋
・
遊
び
な
ど
暮
ら
し
の

風
景

乗
り
物
の
運
賃
や
価
格

衣
食
遊
の
流
行

な
ど
を

振
り
返
る
。レ
ト
ロ
な
品
物（
湯

た
ん
ぽ
な
ど
）
、
懐
か
し
の
ワ

ン
フ
レ
ー
ズ
（

少
年
探
偵
団

主
題
歌
な
ど
）、
当
時
の
家
庭

の
居
間

写
真
、軽
自
動
車（
ミ

ゼ
ッ
ト
な
ど
）
の
実
物
展
示

な
ど
見
所
が
一
杯
。
関
連
展
示

昭
和
三
十

四
十
年
代
港
区

メ
モ
リ
ー

交
通
科
学
館
が
開

館
し
た
あ
の
頃

十

十

七
時
入
館
、
月
曜
休
館
（
祝
日

な
ら
開
館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜

も
祝
日
な
ら
振
替
休
な
し
、
春

夏
休
み
は
開
館
）
。
高
校
生
以

上
四
百
円
、
四
歳

中
学
生
百

円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
３
７
回
定
期
演

奏
会

デ
ュ
メ
イ

！
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト

音
楽
院
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

の
豪
華
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

！
と
題
し
、メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
名
曲
を
贈

る
。
指
揮

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独

奏
は
同
フ
ィ
ル
音
楽
監
督
の
オ

ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
デ
ュ
メ
イ

写
真
右
、
独
唱
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

は
ソ
ー
ニ
ャ
・
ヴ
ォ
ル
テ
ン

同
中
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
は

ニ
キ
ー
タ
・
ボ
リ
ソ
グ
レ
ブ
ス

キ
ー

同
左
。
演
奏
曲
目
は

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

ソ
プ
ラ

ノ
と
管
弦
楽
の
た
め
の

イ
ン

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ

作
品

ブ

ラ
ー
ム
ス

セ
レ
ナ
ー
デ
第
１

番
ニ
長
調
作
品

モ
ー
ツ
ァ

ル
ト

ア
リ
ア

私
は
行
き
ま

す
、
で
も
ど
こ
へ
？

．
５

８
３

ラ
ロ

ス
ペ
イ
ン
交
響

曲
ニ
短
調
作
品

。
四
月
二
十

九
日
（
日
祝
）
十
五
時
か
ら
ザ

・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（

福
島
）
で
。

五
千
円
、

四
千
円
、

三
千
円
、
学
生
千

円
。
六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

み
ん
な
に
人

気
の
絵
本
で
遊
ぼ
う
！

三
月

二
十
四
日
（
土
）
十
五
時

十

五
時
半
。
去
年
十
二
月
ま
で
募

集
し
て
い
た

ワ
ン
ブ
ッ
ク
・

ワ
ン
オ
オ
サ
カ

（
好
き
な
絵

本
の
投
票
）
で
人
気
が
あ
っ
た

絵
本
を
テ
ー
マ
に
し
た

お
楽

し
み
会

ス
ペ
シ
ャ
ル
版
。
予

約
不
要

図
書
展
示

あ
な
た

に
こ
の
本
を
！

展

四
月
末

ま
で
開
催
中
。
昨
年
出
版
さ
れ

た
本
の
中
か
ら
図
書
館
お
す
す

め
を
紹
介
。
展
示
リ
ス
ト
あ
り

国
立
国
会
図
書
館

歴
史
的

音
源

提
供

国
立
国
会
図
書

館
で
提
供
さ
れ
て
い
る
著
作
権

保
護
期
間
を
満
了
し
た
（
概お

お

ねむ

一
九
〇
〇

一
九
五
〇
年
頃
）

歌
謡
曲
・
落
語
・
講
演
な
ど
約

五
万
の
音
源
が
大
阪
市
立
図
書

館
の
検
索
用
パ
ソ
コ
ン
で
も
聴

取
可
能
に
。
昔
懐
か
し
の
貴
重

な
音
に
出
合
え
る

六
五
七

六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

の
企
画

オ
ー
ク
弁
天
寄
席

関
西
を
中
心
に
活
躍
す
る
中

堅
・
若
手
芸
人
に
よ
る
地
域
寄

席
。
三
月
二
十
八
日
（
水
）
十

九
時

二
十
時
半
。
出
演
は
笑

福
亭
學が

っ

光こ
う

、
旭
堂
南な

ん

鱗り
ん

を
レ
ギ

ュ
ラ
ー
に
、
今
回
は
桂
福ふ
く

車し
ゃ

、

笑
福
亭
松し

ょ

五う
ご

も
。
入
場
無
料
。

当
日
先
着
百
二
十
名

落
語
・

講
談
芝
居

オ
ー
ク
弁
天
寄
席

の
學
光
と
南
鱗
に
よ
る
講
座
受

講
者
の
初
舞
台
。
三
月
二
十
五

日
（
日
）
十
五
時
半
開
演
。
落

語
芝
居

た

平い
ら

林ば
や
し

は
主
人
公
・

定
吉
が
変
な
通
行
人
に
出
会
う

定
番
。
講
談
芝
居

荒あ
ら

大
名
の

茶
の
湯

は
加
藤
清き

よ

正ま
さ

ら
武
将

の
衣
装
と
鬘か

つ

にら

も
注
目
。
入
場

無
料
。
当
日
先
着
百
二
十
名

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・
松
浦
由
美

子
さ
ん

写
真

主
宰
の
音
楽

喫
茶
。
毎
月
様
々
な
企
画
。
う

ち

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フ
ェ

は

第
一
金
曜
十
九
時
か
ら
様
々
な

楽
器
や
歌
の
組
み
合
わ
せ
で
古

典
音
楽
を
。
四
月
六
日
は
田
所

千
恵
（
ピ
ア
ノ
）
＋
宮
崎た

剛け
し（
ピ

ア
ノ
）
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ド

ボ
ル
ザ
ー
ク
な
ど
。
一
飲
物
付

二
千
円
。
定
員
十
五
人
、
要
予

約

ガ
ッ
ト
ネ
ロ
は
天
王
寺
区

上
本
町
六

二

三
七
、
地
下

鉄
谷
町
九
丁
目
駅

出
口
、

六
七
六
七

〇
〇
一
二
。

●
喫
茶

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ハ

ハ

ハ

ま
ち
か
ど
の
近
代
建

築
写
真
展

毎
年
恒
例
の
写

真
展
。
四
月
七
日
午
前
ま
で
開

催
中
。
旅
情
を
誘
う
全
国
の
駅

舎
が
一
堂
に
。

天
満
屋
ビ
ル

展
も
同
時
開
催
。最
終
日
十
七

十
九
時
に
は
座
談
会

東
日

本
の
町
と
建
物
た
ち

地
震
前

と
後

を
開
催
。近
代
建
築
探

訪
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
メ
ン

バ
ー
が
撮
影
し
た
震
災
前
と
後

の
写
真
を
観み

な
が
ら
町
と
建
物

と
人
を
語
り
合
う

七
時
半

十
八
時
（
土
祝
十
一
時

）、水

日
休
。
海
岸
通
一

五

二
八

天
満
屋
ビ
ル
（
地
下
鉄
大
阪
港

出
口
か
ら
西
へ
歩
五
分
）

六
五
七
六

〇
八
八
〇
。

●
画
廊
リ
バ
リ
ア

平
和
の
願

い
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
込
め
て
絵

画
人
生
を
送
っ
て
き
た
川
島
恵

美
子
さ
ん
（
八
幡
屋
）
が
昨
年

十
一
月
オ
ー
プ
ン
。
一
階
は
常

設
展
、
二
階
は
ア
ト
リ
エ

写

真
は
外
観
。
月

金
曜
十
一
時

十
六
時
開
館
。
三
先
二

一

三

二
八
（
み
な
と
通
沿
い
）
、

七
五
〇
二

四
一
八
八
。

●
新
し
い
地
域
寄
席

３
７
１

０
フ
ォ
ー
ラ
ム
寄
席

三
月

十
八
日
（
日
）
十
五
時
か
ら
築

港
高
野
山
釈
迦
院
（
築
港
一

一
三

三
）
で
。
出
演
は
笑
福

亭
鶴か

く

笑し
ょ

、う

桂
三さ

ん

幸こ
う

、
ラ
フ
次じ

元げ
ん

（
漫
才
）
。
参
加
費
五
百
円
。

主
催
は
３
７
１
０
フ
ォ
ー
ラ

ム
。
問
合
せ
先
は

六
五
七
六

九
七
四
三
港
区
役
所
市
民
協

働
課
又
は

〇
九
〇

七
三
四

九

〇
二
七
九
丹に

羽わ

。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
代
筆
し
ま
す

手
紙
・
案
内

文
・
挨
拶
文
・
チ
ラ
シ
・
議
事

録
・
報
告
書
・
自
分
史
・
社
史

他
。

６
５
７
１
・
４
６
３
６

港
新
聞
・
飯
田
編
集
事
務
所
。

●
放
課
後
・
春
夏
冬
休
み
は
学

童
保
育
へ

入
所
児
募
集
。
見

学
無
料
体
験

。家
族
的
雰

囲
気
。区
内
に
三
カ
所
。
６
５

７
５
・
０
３
３
５
あ
り
ん
こ
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
３
７
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
綾
羽
一
紀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
映

画
会

生
き
る

（
７
面
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

今
月
は
、戦
争
で
兄
を
失
い
、

自
ら
も
飛
行
場
建
設
な
ど
の
奉

仕
労
働
や
空
襲
の
日
々
を
生
き

抜
い
て
こ
ら
れ
た
新に

い

原は
ら

フ
ヂ
子

さ
ん

に
、
そ
の
体
験
を
語

っ
て
頂
き
ま
し
た
。

◇

私
は
昭
和
二
年
十
二
月
、
鹿

児
島
県
知ち

覧ら
ん

町
に
六
人
兄
弟
姉

妹
の
第
三
子（
長
女
）と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
父
は
道
な
き
所

に
道
を
造
る
石
職
人
で
し
た
。

◆
学
校
か
ら
勤
労
奉
仕
へ

昭
和
六
年
の
満
州
事
変
、
同

十
二
年
か
ら
の
日
中
戦
争
へ
と

戦
争
が
深
ま
り
、
部
落
か
ら
若

者
が
日
の
丸
の
小
旗
と
歓
呼
の

声
に
送
ら
れ
て
次
々
と
出
征
し

て
い
く
中
、
学
校
で
は
勉
強
ど

こ
ろ
で
は
な
く
、先
生
か
ら
今

日
は
こ
の
家
へ

明
日
は
あ

の
家
へ

と
指
示
さ
れ
、
毎
日

の
よ
う
に
畑
の
草
取
り
な
ど
の

勤
労
奉
仕
に
向
か
い
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
に
ア
メ
リ

カ
と
の
間
で
も
戦
争
が
始
ま
る

と
、
部
落
の
男
手
は
ま
す
ま
す

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

◆
助
け
合
い
の
生
活

戦
況
が
相
当
厳
し
く
な
っ
て

も
父
は
日
本
は
絶
対
負
け
ん

最
後
は
神
風
が
吹
く

と
力

を
込
め
て
私
た
ち
に
教
え
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
私
を
田
ん
ぼ

へ
連
れ
て
行
き
、
牛
を
扱
う
訓

練
を
し
ま
し
た
。
力
の
強
い
牛

を
引
い
て
田
を
耕
す
の
は
一
人

前
の
男
の
人
で
も
大
変
な
仕
事

で
し
た
が
、

牛
に
な
め
ら
れ

た
ら
い
け
ん

男
の
人
の
代

わ
り
に
頑
張
ら
な
く
て
は

兵

隊
さ
ん
も
お
国
の
た
め
に
頑
張

っ
て
お
ら
れ
る

と
必
死
で
練

習
し
ま
し
た
。
そ
の
甲か

斐い

あ
っ

て
男
勝ま

さ

り
の
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
近
所
か
ら

う

ち
の
苗な

わ

代し
ろ

も
や
っ
て

な
ど
と

手
伝
い
を
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
が
、
近
所
か
ら
助

け
て
も
ら
う
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
ま
さ
に

助
け
ら
れ
た

り
助
け
た
り
の
生
活
で
し
た
。

◆
カ
ン
テ
ラ
さ
げ
て
通
う

学
校
を
卒
業
し
た
私
た
ち
は

徴ち
ょ

用う
よ

（う

国
家
の
た
め
の
強
制
奉

仕
）
で
、
後
に
神か

み

風か
ぜ

特
攻
隊
の

基
地
に
な
っ
た
知
覧
の
飛
行
場

建
設
に
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
朝

の
真
っ
暗
な
う
ち
に
家
を
出
、

鍬く
わ

を
担
ぎ
、弁
当
を
腰
に
下
げ
、

カ
ン
テ
ラ
の
光
を
頼
り
に
、
部

落
の
お
じ
さ
ん
た
ち
と
一
列
に

並
ん
で
何
時
間
も
歩
き
ま
し

た
。
現
場
で
は
木
の
根
っ
こ
を

掘
り
返
し
た
り
、
二
人
一
組
で

土
を
モ
ッ
コ
で
運
ん
だ
り
し
て

山
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
し

た
。夕
方
五
時
に
な
る
と
、暗
い

道
を
ま
た
一
列
に
な
っ
て
帰
り

ま
し
た
。
こ
の
労
働
は
半
年
ほ

ど
続
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

◆
兵
隊
さ
ん
第
一
で
生
活

そ
ん
な
戦
争
中
の
生
活
は
、

と
に
か
く

兵
隊
さ
ん
第
一

で
、
私
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
命

が
け
で

銃
後

を
守
ろ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
決
し
て
贅ぜ

い

沢た
く

は
せ
ず
、
食
べ
物
も
野
菜
や
サ

ツ
マ
イ
モ
で
我
慢
し
、
乾
燥
さ

せ
た
穀
物
を
四
十

ほ
ど
袋
詰

め
に
し
て
戦
地
へ
送
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
一
番
怖こ

わ

か
っ
た

の
は

な
ど
米
軍
機
の
空
襲

で
し
た
。
田
ん
ぼ
で
襲
わ
れ
た

時
は
泥
の
中
を
這は

う
よ
う
に
し

て
木
の
下
へ
逃の

が

れ
ま
し
た
。
時

は
迫
れ
り
、
あ
と
五
分

と
日

本
の
降
伏
を
呼
び
か
け
る
ビ
ラ

が
舞
い
落
ち
て
き
て

本
当
か

な
？

と
動
揺
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
長
崎
に
原
爆
が

落
ち
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、

そ
の
す
ぐ
後
で
し
た
。

◆
敗
戦
に

命
絶
と
う

敗
戦
を
知
っ
た
時
は
悔く

や

し
く

て
悔
し
く
て
、
命
を
断
と
う

と
さ
え
思
い
ま
し
た
。
日
本
へ

乗
り
込
ん
で
来
る
米
兵
に

強ご
う

姦か
ん

さ
れ
る
と
い
う
噂う

わ

もさ

流
れ
、

私
た
ち
若
い
娘
は
顔
に
泥
を
塗

っ
た
り
し
て
擬ぎ

装そ
う

し
、
お
化ば

け

の
よ
う
な
姿
で
終
戦
直
後
を
過

ご
し
ま
し
た
。
混
乱
の
中
で
隣

の
子
が
う
ち
へ
泥ど

ろ

棒ぼ
う

に
入
り
、

味
噌
樽だ

る

か
ら
着
物
か
ら
み
ん
な

持
っ
て
行
か
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

上

に
い
は
ら

ふ

ぢ

こ

）（
南
市岡

）

に
い
は
ら

ふ

ぢ

こ

）（
南
市岡

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 木曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内


